


１ 実施目的 児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握

２ 実施学年 小学校６年生、中学校３年生

３ 実施教科 国語、算数・数学、理科

４ 調査内容 ①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

知識・技能等に関する問題と活用する力等に関する問題

②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

５ 実施期日 令和７年４月１４日（月）

ただし、中学校理科は１４日（月）～１７日(木)

６ 調査方式 悉皆調査

７ 調査対象 全国（国公私立小学校）18,639校（実施率 99.2％･････ 949,216人）

秋田県公立小学校 168校（実施率 100.0％････････ 5,683人）

全国（国公私立中学校）10,194校（実施率 94.3％･････ 896,895人）

秋田県公立中学校 105校（実施率 99.0％････････ 5,866人）

Ⅰ 実施の状況
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Ⅰ 実施の状況
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全日程に
共通する問題
（６問）

下の １ ～ ９ は調査問題の各問題番号に相当

4/14(月)
１日目

実施日により
異なる問題
（16問）

公開問題（合計22問）

⑥問 ＋ ④問 ＋ ⑯問(1)～(6)
１

生徒一人が
解く問題数

＝ ㉖問

4/15(火)
２日目

4/16(水)
３日目

２ ９

(1)(2)(1)(2)

⑥問 ＋ ④問 ＋ ⑯問

⑥問 ＋ ④問 ＋ ⑯問

⑥問 ＋ ④問 ＋ ⑯問

非公開問題

4/17(木)
４日目

(1)～(6)
１

(1)～(6)
１

(1)～(6)
１

２ ９

(1)(2)(1)(2)

２ ９

(1)(2)(1)(2)

２ ９

(1)(2)(1)(2)

＝ ㉖問

＝ ㉖問

＝ ㉖問
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1   概要

Ⅱ 教科に関する調査結果

【資料１】 教科別・領域別平均正答率の状況

・国語は、小学校、中学校ともに全国の平均正答率を上回っている。算数・数学は、小学校、中学校ともに全国の平均正答率を下回っている。理科は、小学校で全国の平均正答

率を上回り、中学校では全国の平均正答率をやや下回っている。

・教科別・内容/領域別平均正答率の状況から見ると、 国語は小学校、中学校ともに全ての内容で全国平均を上回っている。算数・数学は、小学校で「データの活用」以外で全

国平均を下回っている。中学校は、全ての領域で全国平均を下回っている。理科は、小学校では、「エネルギー」以外で全国平均を上回っている。中学校では、「粒子」以

外で全国平均を下回っている。

2   結果
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１ 傾向 ◎学力向上の基盤となる基本的な学習習慣が定着し、児童生徒は最後まで問題に粘り強く取り 組んでいる。

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

小学校

中学校

【資料２】 記述式問題 平均正答率・無解答率の状況

・記述式問題については、小学校では、国語が全国、県を上回り、算数は全国、県を下回っている。理科は全国を上回っているが、県

をやや下回っている。中学校は国語、数学共に県や全国の平均正答率とほぼ同等、理科は全国をやや上回っているが県を下回っている。

・無解答率については、小学校、中学校ともに算数・数学、理科においては概ね良好な状況と言える。国語が県をわずかに上回った。
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２ 要因
○各学校では基本的な学習習慣の確立と、失敗が受容される温かい人間関係づくりが進められている。
○授業の中で自分の考えや意見を書いたり、発表したりするなどの機会と場が積極的に取り入れられている。

○復習を中心とした家庭学習の継続と充実が図られ、学校では基礎的・基本的な学習内容の定着を目指した基礎テスト等を実施
している。

○ティームティーチングや少人数指導等、児童生徒の実態に応じた指導形態の工夫が効果的に行われている。

③ 児童生徒の、活用する力を育成する授業改善が進められている。

○考えを発表したり話し合ったりする活動を取り入れた児童生徒主体の対話的な授業や、目的に応じて文章を読んだり、根拠を
基に説明したりする授業等、思考力、判断力、表現力等の育成につながる授業が積極的に進められている。

○学習状況調査事業や、あきたの教育力充実事業等、県の学力向上推進事業を積極的に活用している。
○コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進によって、地域人材やボランティア等との連携を図っている。
○各校のＰＴＡ及び市ＰＴＡ連合会等を通じて、学力向上・基本的生活習慣の確立に向けた取組について保護者の理解・啓発を

図っている。
○市独自の施策を推進している。

・心ふれあうさわやか大仙事業「中学生サミット」の実施、体験的学習の時間支援事業の実施、学校生活支援員・複式学級支
援員・学校サポーター等の配置

・市教職員研究集会、教職員研修会の開催
・学校訪問の実施（教育委員会訪問、指導主事訪問等）
・国際教養大学、県立高等学校、県立特別支援学校等との交流・連携
・「大仙ふるさと博士育成」事業、大仙グローバルジュニア育成事業、「読書通帳」事業、人権ユニバーサル事業の実施
・大仙教育メソッドに基づく各種連携の推進

① 児童生徒が学習に集中し、落ち着いてじっくり考えることができる環境が構築されている。

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

② 児童生徒の、基礎的・基本的な学習内容の定着を目指した取組が行われている。

⑤ 各学校の取組を支援する県・市の施策を積極的に活用し、推進している。

④ 各教科において創意工夫を生かした特色ある教育活動が展開されている。

○小学校における一部教科担任制の活用や１人１台端末の活用、小中連携による９年間を見通した指導等により、学習活動が充
実し、学びの円滑な接続が図られている。

○教育専門監の活用や教科担任制による魅力ある授業、地域人材等の活用による専門的な学習活動が行われている。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

※14問中一番低い平均正答率の問題
【小学校国語 ３ 三（１）】
全国平均正答率 40.8%
県平均正答率 41.3% 

○目的に応じて、文章と図表などを結び付
けるなどして必要な情報を見付けること
ができるかどうかをみる。

３ 課題 ●小学校は、国語の「話すこと・聞くこと」に課題がある。算数の「変化と関係」の領域では、全国平均正答率を大きく下回る問
題がある。

●中学校の国語においては、「情報の扱い方に関する事項」について県の平均正答率を下回る問題がある。意見と根拠など
情報と情報との関係性を理解することが苦手である。数学の「図形」領域において、全国より低く県と同様に平均正答率が
低い問題がある。

課題がみられた問題例（国語）

＝国語の課題と改善に向けて（小学校）＝
※県の平均正答率を下回った問題
■Ｒ７年度の調査結果に基づく主な課題

・「情報と情報の関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方
を理解し使うこと」に課題が見られた。

□指導改善の主なポイント
・話合いの内容について、質問内容や予想、結果等、語句の種類に応じて丸
や四角で囲んだり、関連する語句同士を線でつないだりして、情報を整理す
ることが重要である。ＩＣＴ等を活用し、個々の児童が整理したものを互いに比
べ、検討し合う学習活動等が効果的である。
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※全国及び県の平均正答率を下回った問題
【中学校国語 ３ 四 ４ 二 】

全国平均正答率 17.1% 30.1%
県平均正答率 18.2% 31.9%

○文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えること
ができるかどうかをみる。

○読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確
かめて、文章を整えることができるかどうかをみる。

＝国語の課題と改善に向けて（中学校）＝
■Ｒ７年度の調査結果に基づく主な課題

・「資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように
表現を工夫すること」「文章の構成や展開について、根拠を明確にして考
えること」に課題が見られた。

□指導改善の主なポイント
・自分の考えを相手に分かりやすく伝えるためには、目的や状況、相手に
応じて、資料やＩＣＴ機器を用いて話すことが効果的である。発表する際に
は、要点や根拠を明らかにしたり、説明を補足したり、中心となることを強
調したりするなどの表現や、話し言葉と書き言葉の特徴に着目させたい。

・文章の構成や展開、表現の効果について考える際には、根拠を明確にす
ることが重要である。自分の考えを書いたり発表したりする学習におい
て、自分の考えを支える根拠を明らかにして伝えさせたり、相手の考えを
支える根拠に着目させたりすることが考えられる。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察
課題がみられた問題例（算数・数学）

※県の平均正答率を下回った問題
【小学校算数 ３（２）】
全国平均正答率 23.0%
県平均正答率 24.7%

○分数の加法について、共通する単位分
数を見いだし、加数と被加数が、共通
する単位分数の幾つ分かを数や言葉を
用いて記述できるかどうかをみる。

＝算数の課題と改善に向けて（小学校）＝
※県の平均正答率を下回った問題
 Ｒ７年度の調査結果に基づく主な課題

・「もとにする数」（この場合単位分数）の意味理解が十分ではない。

・通分はできているが、加数と被加数がそれぞれ共通する単位分数の幾つ分か

を記述できていない。

・「10％増量」について、10％を0.1と表すことはできているが、求めるものが「増

量分」なのか「増量後の量」なのかが捉えられていない。

指導改善の主なポイント

・異分母分数の加法については、例えば数直線や面積図を用いるなどして共通

する単位を見いだし、分母をそろえることで、単位分数の幾つ分とみて考えるこ

とができるようにすることが重要である。

・基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えるために、言葉や図、式を関係付け

ながら数量の関係を考察できるようにすることが重要である。

・授業においては誤答を活用するなど、「なぜそのような答えになったのか」を考

えることでつまずきの解消につなげることが大切である。

※全国及び県の平均正答率を下回った問題
【中学校数学 ６（２） ９（２）】

全国平均正答率 25.7% 36.3%
県平均正答率 24.4% 34.5%

○式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、
数学的な表現を用いて説明することができるかど
うかをみる。

○統合的・発展的に考え、条件を変えた場合につい
て、証明を評価・改善することができるかどうか
をみる。

＝数学の課題と改善に向けて（中学校）＝
※県の平均正答率を下回った問題

 Ｒ７年度の調査結果に基づく主な課題

・奇数や偶数、倍数などの意味理解と、それを文字式で表す力や読み取る力に

課題が見られる。

・条件を変えても変わらない関係や、条件を変えると変わる関係を見いだし、統

合的・発展的に考察することに課題が見られる。

指導改善の主なポイント

・授業では他者の考えた式の意味を読み取って説明させる活動を取り入れるな

ど、他者の考えに主体的に関わりながら式の意味を読み取る力や数学的に表

現する力を高めていくことが重要である。

・証明したことを基に条件を変えて考察する場面を設定し、元の証明を評価・改

善して部分的に書き直すことで、新たな事象を証明する活動を取り入れること

が考えられる。
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※全国及び県の平均正答率を下回った問題
【小学校算数 ４（４）】

全国平均正答率 40.9%
県平均正答率 37.1%

○「１０％増量」の意味を解釈し、「増量
後の量」が「増量前の量」の何倍になっ
ているかを表すことができるかどうかを
みる。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察
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課題がみられた問題例（理科）

※全国及び県と同様に、平均正答率の低い問題
【小学校理科 ２（１） ２（２）】
全国平均正答率 10.6% 42.9%
県平均正答率 11.3% 42.9%

○身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けら
れる物があることの知識が身に付いているかどうかをみる。

＝理科の課題と改善に向けて（小学校）＝
■Ｒ７年度の調査結果に基づく主な課題

・事実的な知識を既有の知識と関係付けたり活用したりする中で概念的に理解する
ことについて課題がある。

・自然の事物・現象に働きかけることで得られた様々な情報について、要因や根拠
を見いだすことや、観察、実験などの結果について、その傾向を見いだしたり、考
察したりすることに課題がある。

□指導改善の主なポイント
・習得した知識を実際の自然の事物・現象と関連付けて説明できるようにするなど

学習を通して得た知識を活用して、理解を深めることが重要である。
・結果の具体的な数値や、それを分析した内容などを根拠として表現する場を設定
することが考えられる。児童が自らの言葉で考察し表現する時間を設けることで、
学びを振り返ったり、修正したりする活動を充実させ、学んだことの意義を実感で
きるようにすることが重要である。

※全国と県の平均正答率を下回った問題
【中学校理科 １（４）】
全国平均正答率 29.7%
県平均正答率 23.6%

○水の中の生物を観察する場面において、呼吸を行う生物につ
いて問うことで、生命を維持する働きに関する知識が概念と
して身に付いているかどうかをみる。

＝理科の課題と改善に向けて（中学校）＝
■Ｒ７年度の調査結果に基づく主な課題
・観察した水の中の生物が呼吸を行うかどうかについて、これまで理科で学習した
ことを活用して、生命を維持する働きに関する知識を概念として身に付けること
に課題がある。

□指導改善の主なポイント
・生物の共通点や相違点を挙げ、生命を維持する働きに関する知識を基に、それ
らの特徴から様々な生物について考察する学習場面を設定することが考えられ

る。その際、直接観察することが難しい生物については、動画等を１人１台端末
で視聴することも考えられる。



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

２－（１）生活習慣 【資料３】 基本的生活習慣等

朝食を毎日食べている

毎日、同じくらいの時刻に寝ている

毎日、同じくらいの時刻に起きている

１ 概要

〇朝食に関わる項目は、小・中学校共に概ね良好な状況と言える。

●一方で、起床時刻については、小学校で全国や県を下回る結果となった。就寝時刻については、小・中学校共に県よりも低い結果になった。
〇児童生徒主体の授業づくりや、自己有用感をもたせる機会の充実によって、学ぶ意欲が高まるとともに、地域との交流や連携を基盤

とした体験活動等を通して豊かな心が育まれている。

２ 結果

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

２－（２）自己有用感、規範意識等 【資料４】挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、将来への目標、等

9

大仙市
秋田県
全　国

自分には、よいところがある

将来の夢や目標を持っている

人が困っているときは、進んで助けている

いじめは、どんな理由があってもいけな
いことだと思う

人の役に立つ人間になりたいと思う

自分と違う意見について考えるのは楽しい

友達関係に満足している

普段の生活の中で、幸せな気持ちになる

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

○朝食に関わる項目は、小・中学校共に良好な状況と
言える。

●起床時刻については、小学校で全国や県を下回る結
果となった。就寝時刻については、小・中学校共に県
を下回る結果になった。規則正しい生活習慣の大切さ
について、家庭にも繰り返し呼びかけながら、改善を
図る必要がある。

○自己肯定感や自己有用感、夢や目標をもつことに関
する項目において、小・中学校共に良好な状況にあ
る。互いを認め合う学習環境の中で、児童生徒が目
標をもって学んでいることの成果と捉えられる。

○いじめはどんなことがあっても許さない、人の役に
立ちたいなどの思いやりの心も大変好ましい状況に
ある。また、友達関係への満足度や日常生活におけ
る幸福度も良好であり、小・中学校共に全国や県よ
りも高い。



２－（３）学習習慣、学習環境等

○小・中学校共に自ら学ぼうとする姿勢が身に付い
ている。

○平日及び休日の学習時間が「１時間以上」の割合
は、全国の平均を上回るが、県の平均をやや下回る。
「全くしない」の割合は少ない。家庭でも計画的に
学習に取り組んでいる様子が見られる。

●市の家庭学習時間のボリュームゾーンは小・中学
校共に１～２時間である。２時間以上の割合は、小
学校では全国や県を下回り、中学校では全国をやや
上回るが、県を下回る。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果

10

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

【資料７】平均学習時間
〔単位：分〕

分からないことや詳しく知りたいことがあったとき
に、自分で学び方を考え、工夫することはできる

学校の授業時間以外での平日の勉強時間
（１日１時間以上）

学校の授業時間以外での休日の勉強時間
（１日２時間以上）

家には、およそ101冊以上の本がある
（雑誌、新聞、教科書は除く）

新聞を読んでいる
（週１回以上）

【資料５】家庭学習の様子

平日 ３時間以上 ２～３時間 １～２時間 30分～１時間 30分未満 全くしない

休日 ４時間以上 ３～４時間 ２～３時間 １～２時間 １時間未満 全くしない

【資料６－１】平日の学習時間 【資料６－２】休日の学習時間

大仙市
秋田県
全　国

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

30分～１時間

30分～１時間

30分～１時間

0 20 40 60 80 100

大仙市

秋田県

全 国

小学校

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

30分～１時間

30分～１時間

30分～１時間

0 20 40 60 80 100

大仙市

秋田県

全 国

小学校

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

３０分～１時間

３０分～１時間

３０分～１時間

0 20 40 60 80 100

大仙市

秋田県

全 国

中学校

３時間～４時間

３時間～４時間

３時間～４時間

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

0 20 40 60 80 100

大仙市

秋田県

全 国

中学校

小学校 平日 休日
大仙市 100 0 120 0

秋田県 110 10 120 0

全 　国 110 0 100 0

前年
度比

前年
度比

中学校 平日 休日
大仙市 110 -10 150 0

秋田県 110 -10 140 -20 

全 　国 110 -10 110 -10 

前年
度比

前年
度比



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より
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２－（４）地域への関心

地域の大人に、授業や放課後などで勉強やス
ポーツ、体験活動に関わってもらったり、一
緒に遊んでもらったりすることがある

地域や社会をよくするために何かして
みたい

○地域の方々との関わりの中で学ぶ機会や、地域や社会をよくする
ために何かしてみたいという意欲については、小・中学校共に全
国や県平均と同程度、または上回っている。大仙市の教育目標で
ある「生きる力を育み、社会を支える想像力あふれる人づくり」
に向けた取組の成果と言える。

【資料８】地域や社会に関わる活動の状況等

大仙市
秋田県
全　国

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

【資料９】ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴを活用した学習状況

○ＩＣＴを活用した学習状況の項目では、全国と県の平均を上回っ
ている項目が多い。小・中学校共に、文章の作成や、情報収集、
情報整理に関する能力が身に付いてきている。

●小学校では、プレゼンテーションの作成において、全国や県を下
回っている。今後は、個別最適な学びや協働的な学びの実現に向
けた取組の中で、スライドを作成して発表するなど、学んだこと
を発信する力を高めることが重要である。

２－（５）ＩＣＴを活用した学習状況

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

昨年度までに受けた授業で、PC・タブレットなど
のICT機器を週１回以上使用した

文章を作成する（文字、コメントを書くなど）こと
ができる

自分がインターネットを使って情報を収集する
（検索する、調べるなど）ことができる

情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールな
どを使ってまとめる）ことができる

学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作
成することができる

○前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて

小学校 中学校



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県全国の比較】 児童生徒質問紙調査結果より

大仙市
秋田県
全　国
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【資料１０】「主体的・対話的で深い学び」の経験２－（６）学習状況

前年度までの授業について
○「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の
組立てなどを工夫して発表した」という回答が、中学
校では全国や県を上回っている。小学校では県と同程
度で、全国を上回っている。

○「話し合う活動を通じて、考えを深めたり広げたりで
きている」についての回答も、小・中学校ともに全国
や県を上回っている。

○学んだことの活用や、実生活への関連付けについては、
中学校において、全国や県を上回っている。

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま
く伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫し
て発表していた

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいた

各教科などで学んだことを生かしながら、自分の
考えをまとめる活動を行っていた

自分にあった教え方、教材、学習時間などになっ
ていた

学級の友達(児童生徒)との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い
たりすることができていた

学習した内容について、分かった点や、よく分からな
かった点を見直し、次の学習につなげることができて
いた

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけ
て考えたり、生かしたりすることができると思った

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解して
いないところについて、分かるまで教えてくれている
と思った

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大
切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り
組んでいた

○前年度までに受けた授業について

【資料１１】総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳２－（７）総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳

○総合的な学習の時間と学級活動への取組状況は、小・中学
校ともに全国と県の平均を上回り、非常に良好な状況であ
る。道徳では、小学校において、昨年度は県平均を下回っ
たが、今年度は同程度となった。

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情
報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学
習活動に取り組んでいる

学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互
いの意見のよさを生かして解決方法を決めている

学級活動における学級での話合いを生かして、今、
自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ
ループで話し合ったりする活動に取り組んでいる

大仙市
秋田県
全　国

小学校 中学校

小学校 中学校



２－（８）教科の学習に対する興味・関心や授業の理解度等

○国語に関するほぼ全ての質問項目において、全国や県
の平均に比べて良好な状況にある。

○小・中学校共に全国や県の平均を上回っている項目は、
･「国語の勉強は好きだ」
･「国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくでき

ていないところはどこかを伝え、どうしたらうまく
できるようになるかを教えてくれる」である。

→このことから、小・中学校９年間を通じて、学習のつ
まずきに応じた学習指導や寄り添った支援によって、
児童生徒の学びが積み重ねられていることがうかがえ
る。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より
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【資料１２】国語の学習に対する意識

大仙市
秋田県
全　国

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

国語の勉強は得意だ

国語の勉強は好きだ

国語の授業の内容はよく分かる

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たと
きに役に立つと思う

国語の授業で、先生は、あなたの良いところや、前より
もできるようになったところはどこかを伝えてくれる

国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくでき
ていないところはどこかを伝え、どうしたらうまくでき
るようになるかを教えてくれる

国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたりくわ
しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫して文章を書いている

国語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展
開に、どのような効果があるのかについて、根拠を
明確にして考えている

国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、
文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を
見付けている

国語の授業で、文章を書いた後に、読み手の立場に立って
読み直し、語句の選び方や使い方、文や段落の長さ、語順
などが適切かどうかを確かめて文章を整えている



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より
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○算数・数学のほぼ全ての質問項目において、全国や県
の平均に比べて概ね良好な状況にある。

○小・中学校共に全国や県の平均を上回っている項目は、
・算数・数学の問題の解き方が分からないときは、諦

めずにいろいろな方法を考える。
・算数・数学の問題が解けたとき、別の解き方を考え

ようとしている。
→このことから、小・中学校９年間を通じて、粘り強く
学習に取り組む態度が養われているとともに、多様な
考えを出し合う授業が行われていることがうかがえる。

●「算数・数学の勉強は得意だ」の項目では、中学校は
全国や県を下回っている。基礎・基本となる学習内容
の定着度が、生徒の情意面に影響を与えていることが
要因の一つに予想される。

大仙市
秋田県
全　国

【資料１３】算数・数学の学習に対する意識

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

算数・数学の勉強は得意だ

算数・数学の勉強は好きだ

算数・数学の授業の内容はよく分かる

算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出
たときに役に立つと思う

算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活用できないか考える

算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あ
きらめずにいろいろな方法を考える

算数・数学の授業で、どのように考えたのかについ
て説明する活動をよく行っている

小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しようと
している

文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かか
れていることを理解することができる

小学校 中学校

２－（９）教科の学習に対する興味・関心や授業の理解度等



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

【資料１４】理科の学習に対する意識

○小・中学校理科に関するほぼ全ての質問項目において、
全国や県の平均に比べ良好な状況にある。

●小学校では、理科の授業で学習したことが、「将来、
社会に出たときに役に立つと思う」「普段の生活の中
で活用できている」割合が県よりも低い。これまでも
各校で実践されていることではあるが、実際の生活と
の関わりに自ら気付いたり、その有効性を実感したり
できる学習場面の充実を図ることが求められる。

大仙市
秋田県
全　国
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0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

理科の勉強は得意だ

理科の勉強は好きだ

理科の授業の内容はよく分かる

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思う

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きた
いと思う

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で
活用できている

理科の授業で学習した知識を普段の生活の中で
活用できている

理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中
で活用できている

自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関
する疑問を持ったり問題を見いだしたりすることがある

理科の授業では、観察や実験をよく行っている

理科の授業では、問題に対して答えがどのように
なるのか、自分で予想（仮説）を考えている

理科の授業で、観察や実験の結果から、どのよう
なことが分かったのか考えている

理科の授業では、自分の予想（仮説）をもとに観
察や実験の計画を立てている

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が
間違っていないかを振り返って考えている

理科の授業で、課題について観察や実験をして調べてい
く中で、自分や友達の学びが深まったか、あるいは、新た
に調べたいことが見つかったか、振り返っている

２－（１０）教科の学習に対する興味・関心や授業の理解度等
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１ 概要

児童生徒質問紙において、質問紙の結果と科目の平均正答率との間に相関がみられた主な項目

【自己有用感・規範意識等】〈相関がみられた主な項目〉
◎人の役に立つ人間になりたい
（小学校算数、小学校理科、中学校数学）
○学校に行くのは楽しい（小学校国語、中学校数学、中学校理科）
○自分と違う意見について考えるのは楽しい
（小学校理科、中学校数学）

【生活習慣等】〈相関がみられた主な項目〉
◎朝食を毎日食べる（小学校算数、中学校数学）
◎毎日、同じくらいの時刻に寝ている（小学校理科、中学校数学）

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
○教科の正答率と相関がみられた児童生徒質問紙の質問項目において、本市の状況は概ね良好である。

◎は相関が強い項目

【授業への取組】〈相関がみられた主な項目〉
『国 語』
◎国語の授業の内容はよく分かる（小学校国語、小学校理科、中学校国語）
○国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けている

（小学校国語、小学校算数、小学校理科）

『算数・数学』
◎算数・数学の授業の内容はよく分かる（小学校算数、小学校理科、中学校数学）
◎算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える（小学校算数、小学校理科、中学校数学）

『理科』
◎理科の授業はよく分かる（小学校算数、小学校理科）
○自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問をもったり問題を見いだしたりすることがある（中学校数学）

【主体的・対話的で深い学び】〈相関がみられた主な項目〉
◎友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

新たな考え方に気付いたりすることができている
（全ての教科）

【ＩＣＴを活用した学習】〈相関がみられた主な項目〉
◎自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器で文章を作成するこ

とができる（全ての教科）
◎自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って情報を整理

することができる（小学校算数、小学校理科、中学校数学）



Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析
２ 相 関

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

【朝食を毎日食べていますか】 〈 質問番号（１） 〉

〈 質問番号（２）〉【毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか】

児童生徒数の割合 ■している ■どちらかといえば、している ■どちらかといえば、していない ■していない

○「朝食を食べている」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が、ど
の教科においても平均正答率が高い。特に算数・数学において相関が顕著で
ある。

○「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」に肯定的な回答をした児童生徒のグ
ループの方が、どの教科においても平均正答率が高い。特に小学校理科、中
学校数学において相関が顕著である。

【自己有用感・規範意識等】

○「人の役に立つ人間になりたいと思う」に肯定的な回答をした児童生徒のグ
ループの方が、小・中学校共に、どの教科においても平均正答率が高い。
特に小学校算数、小学校理科、中学校数学において相関が顕著である。

【人の役に立つ人間になりたいと思いますか】 〈 質問番号（１１） 〉

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない
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児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

【困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか】
〈 質問番号（１０）〉

【生活習慣等】 【資料１６】【資料１５】

小学校
どの教科も約10～15㌽の差がある。

87.3% 8.4% 2.0% 
1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約5～13㌽の差がある。
中学校

84.2% 8.3% 4.4% 
0.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約4～8㌽の差がある。

37.1% 45.1% 15.9% 
1.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童生徒数の割合 ■している ■どちらかといえば、している ■どちらかといえば、していない ■していない

どの教科も約1～9㌽の差がある。

41.3% 38.1% 16.2% 
1.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

国語・理科は約１.3～4.5㌽、算数は約-0.1 ㌽の差がある。

33.7% 38.2% 19.2% 8.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

どの教科も約-2～-0㌽の差がある。

37.7% 36.9% 15.2% 7.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約6～13㌽の差がある。

82.7% 14.5% 2.0% 
0.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約2～8㌽の差がある。

81.9% 13.7% 1.0% 
1.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

【自己有用感、規範意識等】

〈 質問番号（１７） 〉

【資料１７】

【自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか】

〈 質問番号（１２） 〉

○「学校に行くのは楽しい」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が、
特に小学校国語、中学校数学、中学校理科において平均正答率が高い。

○「自分と違う意見について考えるのは楽しい」に肯定的な回答をした児童生
徒のグループの方が、特に小学校理科や中学校数学、中学校理科において平
均正答率が高い。

【学校に行くのは楽しいと思いますか】

【ＩＣＴを活用した学習】

「あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する
（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか」 〈 質問番号（２９－１） 〉

○ＩＣＴ機器を使って「文章を作成することができる」「情報を整理すること
ができる」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が、どの教科にお
いても平均正答率が高い。特に、小学校においてその傾向が顕著である。

【資料１８】

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない
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児童生徒数の割合 ■ とてもそう思う ■ そう思う ■ あまりそう思わない ■ そう思わない

48.8% 35.4% 9.2% 5.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

どの教科も約4㌽の差がある。

「あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、
思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか」

54.9% 36.9% 5.7% 0.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〈 質問番号（２９－３） 〉

小学校
どの教科も約1～7㌽の差がある。

56.3% 33.5% 5.8% 
2.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約4～6㌽の差がある。

40.2% 42.4% 14.5% 
2.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語は約-0.1㌽、算数・理科は約8～10㌽、の差がある。

41.0% 41.3% 13.3% 
1.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校
どの教科も約10～13㌽の差がある。

40.0% 43.5% 12.9% 2.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校
どの教科も約6～15㌽の差がある。

39.8% 47.5% 8.5% 1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約5～9㌽の差がある。 どの教科も約3～9㌽の差がある。

23.8% 43.7% 25.4% 4.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童生徒数の割合 ■ とてもそう思う ■ そう思う ■ あまりそう思わない ■ そう思わない



【主体的・対話的で深い学び】
【資料２０】

Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析

【友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いた
りすることができていますか】

【自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や組み立てなど
を工夫して発表していましたか】 〈 質問番号（３１） 〉

考えを発表する
機会はなかった

発表していなかった
どちらかといえば、
発表していなかった

どちらかといえば、
発表してた

発表していた児童生徒数の割合

話し合う活動を
行っていない

当てはまらない
どちらかといえば、
当てはまらない

どちらかといえば、
当てはまる

当てはまる児童生徒数の割合

〈 質問番号（３５） 〉

○昨年度までの授業において、「主体的・対話的で深い学び」を実感する経
験があると肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が、どの教科にお
いても平均正答率が高い。

【資料１９】
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どの教科も約3～5㌽の差がある。

小学校

26.3% 43.5% 22.9% 5.7% 0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

どの教科も約7～17㌽の差がある。

26.0% 40.0% 21.7% 7.5% 
2.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約8～12㌽の差がある。

52.2% 36.7% 8.0% 1.8% 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約9～15㌽の差がある。

51.3% 37.5% 6.5% 1.3% 
0.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等】

〈 国語 〉

【国語の授業の内容はよく分かりますか】

○「国語の授業の内容はよく分かる」に肯定的な回答をした児童生徒の方が、
どの教科においても平均正答率が高い。

○「国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付けている」に肯定的な回答をした児童のグ
ループの方が、どの教科においても平均正答率が高い。

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

児童生徒数の割合 ■ よくしている ■ どちらかといえば、している ■ あまりしていない ■ していない

〈 質問番号（４６） 〉

〈 質問番号（５０） 〉

45.1% 40.7% 9.4% 2.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図
表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けていますか】

【国語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展開に、どのよう
な効果があるのかについて、根拠を明確にして考えていますか】

小学校

40.4% 44.1% 12.9% 1.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約5～12㌽の差がある。
どの教科も約3～7㌽の差がある。

中学校

34.8% 49.4% 10.6% 2.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約7～9㌽の差がある。
どの教科も約1～7㌽の差がある。

34.0% 47.9% 11.3% 2.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【資料２２】

Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

〈 算数・数学 〉

【算数・数学の授業の内容はよく分かりますか】 〈 質問番号（５4） 〉

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

【算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を
考えますか】 〈 質問番号（５７） 〉

○ 「算数・数学の授業の内容はよく分かる」「算数・数学の問題の解き方が分から
ないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える」に肯定的な回答をした児童生
徒のグループの方が、どの教科においても平均正答率が高い。

【資料２１】

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等】

【理科の授業の内容はよく分かりますか】 〈 質問番号（６２） 〉

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

〈 質問番号（小ｰ６６、中ｰ６７） 〉

○「理科の授業はよく分かる」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が、
どの教科においても平均正答率が高く、特に小学校でその傾向が顕著である。また、
「自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問をもったり
問題を見いだしたりすることがある」においては、中学校の方が平均正答率
がやや高い。

57.3% 29.1% 9.6% 2.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〈 理科 〉
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どの教科も約8～22㌽の差がある。
小学校

39.8% 38.2% 16.5% 4.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校
どの教科も約9～24㌽の差がある。

37.5% 33.5% 19.2% 7.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約8～15㌽の差がある。

53.9% 32.9% 9.8% 2.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

40.8% 37.9% 13.7% 5.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約3～15㌽の差がある。

【自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を
見いだしたりすることがありますか】

どの教科も約6～13㌽の差がある。

小学校

どの教科も約2～7㌽の差がある。

中学校

39.0% 40.4% 13.8% 3.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約0～5㌽の差がある。 どの教科も約3～7㌽の差がある。

27.5% 43.5% 18.8% 7.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.3% 37.6% 19.4% 4.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない



１ 概要

○ＰＤＣＡサイクルによる教育課程の実施や改善、地域の
よさや強味を活かした取組においては、全ての小・中学
校で行われている。

○「教育課程に関する共通の取組を行った」の項目は、
小・中学校共に全国及び県を大きく上回り、良好な状況
である。

○全ての小・中学校において、多様な考えを出し合うととも
に、考えを深め合うための発問や授業の工夫が行われ
ている。

●課題の設定や、課題の解決に係る学習活動については、
小学校で全国や県を下回っている。
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※Ｒ６年度の状況について回答するもの
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の

市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果

○主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導、習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の工夫改善等に関して、小・中
学校共に全国及び県の平均を上回っている質問項目が多く、概ね好ましい取組状況にあると捉えている。

○教育課程の編成、児童生徒の生き方、学び方等に関わる指導、家庭や地域との連携、教職員の研修等に関しても、小・中学校共に全
国及び県の平均を上回っている質問項目が多く、各学校は積極的に取り組んでいると捉えている。

２ 結果 （１）学習指導－１

大仙市

秋田県

全　国

【資料２３】教育課程の編成

児童生徒の様々な考えを引き出したり、思
考を深めたりするような発問や指導をした

児童生徒自ら学級やグループで課題を設
定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れた

学級活動の授業を通して、今、努力すべきこ
とを学級での話合いを生かして、一人一人の
児童生徒が意思決定できるような指導を行っ
た

自己有用感の醸成、生き方等の指導

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種
データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して
改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立している

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活
動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資
源を含めて活用しながら効果的に組み合わせている

近隣等の小・中学校と、教科の教育課程の接
続や、教科に関する共通の目標設定など、教
育課程に関する共通の取組を行った

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

中学校小学校



○「学級生活をよりよくするために、学級活動で話し合い、互
いの意見のよさを生かして解決方法などを合意形成できる
ような指導を行っている」「各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような機会を
設けた」「児童生徒に対する授業の中で、障害のある児童
を念頭に置いた指導上の工夫を行った」において、小・中
学校共に100％の肯定的回答である。

○「学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを
相手にしっかりと伝えることができている」「課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組むことができてい
る」「総合的な学習の時間で、課題の設定から、まとめ・
表現に至る探究の過程を意識した指導をしている」の肯
定的回答が、小学校において100％である。

○「道徳において、児童生徒自らが自分自身の問題として
捉え、考え、話し合うような指導の工夫をしている」「教
員が大型提示装置（プロジェクター、電子黒板等）等の
ＩＣＴを活用した授業を１クラス当たり週３回以上行った」
の肯定的回答が、中学校において100％である。

●中学校では「総合的な学習の時間で、課題の設定から
まとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導をしてい
る」が全国や県を下回っている。
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※Ｒ６年度の状況について回答するもの
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の

市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果
（１）学習指導－２

大仙市

秋田県

全　国

【資料２４】学習指導（学習規律の定着、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善、ＩＣＴの活用 等）

学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えることが
できている

課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組むことができている

総合的な学習の時間で、課題の設定から
まとめ・表現に至る探究の過程を意識し
た指導をしている

学級生活をよりよくするために、学級活動で話
し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法
などを合意形成できるような指導を行っている

道徳において、児童生徒自らが自分自身
の問題として捉え、考え、話し合うような
指導の工夫をしている

習得・活用及び探究の学習過程を見通し
た指導方法の改善及び工夫をした

各教科等で身に付けたことを、様々な課
題の解決に生かすことができるような機
会を設けた

教員が大型提示装置（プロジェクター、電
子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１ク
ラス当たり週３回以上行った

児童生徒に対する授業の中で、障害のある
児童を念頭に置いた指導上の工夫を行った

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校



○小・中学校共に「コミュニティ・スクールや地域
学校共同活動等の取組によって、学校と地域や保
護者の相互理解は深まった」の肯定的回答が
100％である。
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Ⅵ 学校質問紙調査の結果
（３）交流と連携

○小・中学校共に校内外での研修や学力調査の結果活用に
よる授業改善に積極的に取り組んでいる。

○「児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解決
に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を
学ぶ校内研修を行っている」項目が、中学校では全国や
県を大きく上回っている。

●一方で、小学校では「児童生徒自ら学級やグループで課
題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現
するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行っている」項目
が、全国や県を下回っている。

●「コンピュータなどのＩＣＴ機器の活用に関して学校内
外において十分に必要なサポートが受けられている」
の項目が、中学校において全国や県を下回っている。

（４）学校の研修体制

大仙市

秋田県

全　国

【資料２６】

【資料２５】

職場見学や職場体験を行っている

コミュニティ・スクールや地域学校協働活
動等の取組によって、学校と地域や保護者
の相互理解は深まった

家庭や地域との連携

教職員の研修等

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を
行っている

児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、
その解決に向けて話し合い、まとめ、表現する
などの学習活動を学ぶ校内研修を行っている

個々の教員が自らの専門性を高めるため、
校外の各教科等の教育に関する研究会等
に定期的・継続的に参加している

令和６年度全国学力・学習状況調査の自校の結
果について、調査対象学年・教科だけではなく、
学校全体で教育活動を改善するために活用した

コンピュータなどのICT機器の活用に関して、
学校内外において十分に必要なサポートが
受けられている

教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方
を学ぶために必要な研修機会がある


